
左

派

社

会

党

論

岡

回

郎

一
、
は
じ
め
に

一
、
は
じ
め
に

二
、
非
武
装
中
立
論

三
、
党
組
織
と
「
社
会
タ
イ
ム
ス
』

問
、
左
社
綱
領
と
再
統
一

五
、
お
わ
り
に

一
九
五
一
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
に
始
ま
っ
た
日
本
社
会
党
(
社
会
党
)

第
八
回
臨
時
大
会
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
取
り
扱
い
を
め

ぐ
っ
て
、
平
和
条
約
賛
成
の
右
派
と
反
対
の
左
派
が
対
立
し
、
紛
糾
し

た
。
翌
二
四
日
、
松
浦
清
一
大
会
議
長
が
散
会
を
宣
言
す
る
と
、
右
派

代
議
員
は
浅
草
本
願
寺
を
会
場
と
し
、
左
派
代
議
員
は
浅
草
伝
法
院
に

結
集
し
た
後
、
中
労
委
会
館
に
会
場
を
と
り
、
大
会
を
続
行
し
た
。
こ

こ
に
社
会
党
は
左
お
両
派
に
分
裂
し
、
以
後
一
九
五
五
年
に
得
統
一
さ

れ
る
ま
で
、
「
日
本
社
会
党
」
を
名
乗
る
二
つ
の
政
党
が
日
本
の
政
界

に
並
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
両
派
共
に
、
自
ら
を
正
統
な

日
本
社
会
党
と
任
じ
、
も
う
一
方
と
区
別
す
る
た
め
に
、
党
名
を
変
更

す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
時
の
人
々
は
便
宜
的

に
、
右
派
社
会
党
(
右
社
)
・
左
派
社
会
党
(
左
社
)
と
呼
ん
で
区
別
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裂
当
時
、
所
属
国
会
議
員
は
衆
議
院
が
お
約
一
一
九
人
に
対
し
て
友

社
一
六
人
、
参
議
院
は
共
に
J

一O
人
で
あ
り
、
右
社
の
ほ
う
が
優
勢
で

あ
っ
た
つ
し
か
し
、
一
九

κ二
年
総
選
挙
で
は
お
社
六

O
人
に
対
し
て

在
社
五
六
人
と
な
り
、
附
社
の
勢
力
は
互
角
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九

五
三
年
総
選
挙
で
は
、
友
社
七
二
人
・
右
社
六
六
人
と
な
っ
て
、
両
社

の
勢
力
は
逆
転
し
、
…
九
Ah
五
年
総
選
挙
で
は
友
社
八
九
人
・
右
社
六

七
人
と
な
っ
て
両
社
の
差
は
さ
ら
に
広
が
っ
た
。
参
議
院
で
も
、
一
九

五
A

二
年
参
議
院
選
挙
で
た
社
が
一
て
人
当
選
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、
れ

社
は
一

O
人
し
か
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
非
改
選
の
議
員
と
合

わ
せ
て
、
友
社
四
三
人
・
右
社
二
六
人
と
な
り
、
万
一
社
が
右
社
を
圧
倒

し
た
っ在
社
が
急
激
に
議
席
数
を
増
や
し
、
お
社
を
追
い
抜
い
た
社
会
党
の

分
裂
時
代
は
、
後
に
社
会
党
左
派
の
埋
論
的
支
柱
で
あ
る
労
農
派
の
知

識
人
に
よ
っ
て
、
現
想
化
さ
れ
る
。
労
農
派
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
の

実
現
に
対
し
て
確
回
た
る
意
志
を
持
た
な
い
布
社
に
友
社
が
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
左
社
八
五
体
が
正
し
い
社
会
主
義
思
想
(
労
農
派
マ
ル
ク

ス
広
義
)
を
準
じ
た
か
ら
こ
そ
、
十
江
社
は
勤
労
者
の
信
頼
を
集
め
て
躍

進
し
た
。
そ
し
て
、
再
統
一
後
の
社
会
党
は
左
派
の
精
神
を
失
っ
た
が

ゆ
え
に
、
混
乱
し
、
交
返
し
て
い
っ
た
と
説
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
社
会
党
分
裂
期
の
左
社
は
そ
う
単
純
に
理
想
と
一
守
口
え
る
よ

う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
再
統
一
一
後
の
社
会
党
が

ー
い
は
同
1

1
，ノ

wν
ト

路
線
を
め
ぐ
る
翁
争
に
た
び
た
び
み
ま
わ
れ
た
り
、
党
勢
が
表
選
し
た

原
闘
の
い
く
つ
か
は
左
社
時
代
に
存
夜
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
な

在
社
の
最
も
重
要
な
選
挙
公
約
で
あ
っ
た
非
武
装
中
立
論
、
そ
し
て
再

統
一
以
後
の
社
会
党
の
最
大
の
衰
退
要
問
と
な
っ
た
党
組
織
の
問
題
を

中
心
に
検
証
す
る
。

二
、
非
武
装
中
立
論

非
武
装
中
な
論
が
社
会
党
の
基
本
的
な
政
策
と
な
っ
た
の
は
、
第
七

聞
大
会
(
一
九
五
一
年
…
月
一
九

1
一
一
一
日
)
で
あ
る
。
こ
の
大
会
で

は
、
持
箪
備
反
対
が
決
議
さ
れ
、
既
に
採
択
さ
れ
て
い
た
全
面
講
和
・

中
立
略
持
・
外
同
軍
事
態
一
地
以
対
の
「
講
和
三
原
則
」
に
加
え
て
、
社

会
党
の
政
治
問
擦
は
「
ボ
l

和
問
原
則
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同

じ
大
会
で
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
鈴
木
茂
三
郎
は
「
青
年
よ
銃
を
と
る

な
」
と
淡
説
し
、
代
議
員
に
対
し
て
日
ぶ
の
再
滋
倣
反
対
の
遥
動
に
か
占

ち
上
が
る
よ
う
訴
え
た
。

こ
れ
は
当
時
、
朝
鮮
戦
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
強

力
に
姿
求
さ
れ
て
い
た
日
本
再
軍
備
に
兵
っ
向
か
ら
抵
抗
し
て
い
く
と

い
う
姿
勢
を
社
会
党
が
と
る
こ
と
を
百
一
一
目
し
た
も
の
で
あ
っ
た
c

平
和

問
原
則
と
鈴
木
の
演
説
は
そ
の
後
の
社
会
党
の
外
L

父
政
策
の
あ
り
方
を

拘
束
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
r

し
か
し
、
一
件
箪
備
反
対
の
旗
手
と
な
っ
た
鈴
木
は
、
必
ず
し
も
普
遍



的
な
政
策
と
し
て
非
武
装
中
立
論
を
打
ち
出
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
お

今
日
で
は
、
鈴
木
の
非
武
装
中
立
論
は
当
時
の
首
相
・
吉
間
茂
と
の
共

同
歩
調
の
か
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
G

鈴
木
が
盛

り
上
げ
た
同
箪
備
反
対
の
世
論
を
背
景
に
、
士
口
mm
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

日
本
将
軍
備
の
姿
求
を
か
わ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

非
武
装
中
心
比
論
を
主
張
寸
る
社
会
党
左
派
の
姥
論
的
支
柱
で
あ
る
労

曲
隊
派
の
根
拠
も
ま
た
現
災
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
労
農
派
の
指
導
者
で

あ
る
山
川
均
は
強
力
に
非
武
装
中
立
を
主
張
し
た
ι

入
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
は
、
民
主
主
義
の
経
験
の
浅
い
日
本
で
再
軍
備
が
強
行
さ
れ
た

場
合
、
反
動
的
な
政
権
が
成
乏
し
、
反
政
府
勢
力
と
の
問
に
内
戦
が
発

生
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
山
川
は
、
内
戦
に
乗
じ
て
共
産
主
義

勢
力
が
日
本
に
間
接
侵
略
を
仕
掛
け
て
く
る
こ
と
を
も
っ
と
も
恐
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
山
川
は
決
し
て
、
周
辺
凝
固
の
好
滋
に
期
待
し
て
、

品
定
期
化
去
闘
を
問
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
韓
国
箪
を
主
体
と
す
る

関
連
箪
と
北
朝
鮮
軍
・
そ
れ
を
支
援
す
る
中
間
人
民
義
勇
第
と
の
間
の

戦
闘
が
続
い
て
い
た
。
一
九
五
一
年
初
頭
、
の
時
点
で
は
中
関
人
民
義
勇

軍
が
中
朝
国
境
ま
で
せ
ま
っ
た
国
連
箪
を
押
し
返
し
て
い
る
こ
ろ
で
、

日
本
問
内
で
は
再
軍
備
賛
成
が
多
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
北
緯
一
二
八

度
線
付
近
で
戦
線
が
修
着
す
る
と
、
将
軍
備
賛
成
派
と
反
対
派
の
割
合

は
掠
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

労
働
制
作
で
も
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
は
川
内
山
車
備
賛
成
を
公
然
と
隅
え

左
派
社
会
党
論
(
問
問
)

る
幹
部
が
多
数
存
夜
し
た
ο

後
に
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
(
総
評
)

事
務
局
長
と
し
て
、
将
軍
備
反
対
運
動
の
前
面
に
立
つ
こ
と
に
な
る
高

野
実
も
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
は
戦
争
を
ソ
速
の
侵
略
と
と
ら
え
、
ア

メ
リ
カ
の
介
入
を
「
ト
ル

i
マ
ン
大
統
領
の
進
歩
的
、
民
主
的
な
建
前

と
政
策
に
よ
っ
て
、
ソ
速
の
侵
略
を
阿
川
止
し
て
、
欧
界
平
和
の
道
を
聞

く
こ
と
が
出
来
る
」
と
狩
定
し
て
い
た
c

総
評
第
二
回
大
会
(
一
九
五

一
年
一
二
月

-
0
1
二
一
日
)
で
は
、
「
平
和
四
原
則
」
が
採
択
さ
れ
た

が
、
事
務
局
長
に
選
出
さ
れ
た
高
野
は
副
作
軍
俄
賛
成
の
主
張
を
変
え
ず
、

総
評
内
で
は
再
本
備
後
成
派
と
反
対
派
の
対
立
が
続
い
て
い
た
。

労
働
界
の
持
箪
備
に
対
す
る
対
応
を
決
定
し
た
の
は
、
官
公
労
内
で

も
有
数
の
戦
闘
力
を
誇
る
国
鉄
労
働
組
合
(
国
労
)
の
動
き
で
あ
っ
た
0

.
九
五
二
千
六
月
五
日
の
国
労
新
潟
大
会
で
、
単
独
講
和
と
愛
同
労
働

運
動
を
提
起
し
た
運
動
方
針
案
が
百
決
さ
れ
、
横
山
利
秋
食
画
部
長
が

提
出
し
た
平
和
凶
原
則
に
も
と
づ
く
迷
動
方
針
案
が
大
差
で
可
決
さ
れ

る
と
、
同
労
の
決
定
に
同
調
す
る
組
合
が
相
次
ぎ
、
再
箪
俄
以
対
の
動

き
が
労
働
界
で
大
勢
と
な
っ
た
。

同
年
一

O
月
、
前
述
し
た
よ
う
に
社
会
党
が
分
裂
す
る
と
、
総
評
は

左
社
支
持
を
決
定
し
た
。
左
社
は
非
武
装
中
立
論
を
唱
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
労
働
界
の
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
出
米
た
の
で
あ
る
。

知
名
度
の
あ
る
候
補
訴
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
選
挙
資
金
に
も

事
欠
い
て
い
た
在
校
に
と
っ
て
労
働
組
合
の
支
援
は
貴
重
な
も
の
で

あ
っ
た
f

持

v
e
i

一
カ
T
U
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た
だ
、
再
箪
備
問
題
は
、
経
済
問
題
と
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

財
界
に
は
、
仮
に
左
社
の
主
張
す
る
非
武
装
中
交
論
が
実
現
し
た
場
合
、

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
特
需
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
が
あ
っ
た
c

そ
れ
に
対
し
て
、
在
社
は
ア
メ
リ
カ
の
特
需
の

喪
失
に
よ
っ
て
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
鎖
失
を
対
中
ソ
貿
易
の
拡
大
に

よ
っ
て
埋
め
、
賠
償
問
題
に
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
南

ア
ジ
ア
諮
問
と
の
協
調
関
係
は
築
け
る
と
主
張
し
た
。

一
九
五
三
年
総
選
挙
直
後
、
与
党
・
自
由
党
の
過
半
数
割
れ
を
、
つ
け

て
、
高
野
が
提
唱
し
た
重
光
首
班
構
想
(
自
由
党
以
外
の
党
派
が
改
進

党
総
裁
・
重
光
葵
を
首
班
と
し
て
一
致
協
力
し
、
吉
国
内
問
を
倒
そ
う

と
い
う
考
え
)
が
失
敗
に
終
わ
る
と
、
非
武
装
中
立
論
は
新
た
な
展
開

を
見
せ
始
め
る
。
総
選
挙
後
、
自
由
・
改
進
両
党
の
問
で
保
守
合
同
の

気
運
が
高
ま
る
と
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
両
社
再
統
一
の
機
運
が
高
ま

り
、
左
社
は
お
社
と
の
合
同
を
視
野
に
い
れ
て
、
非
武
装
中
立
論
の
棚

上
げ
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
、
左
社
政
策

議
議
会
長
・
伊
藤
好
道
は
お
社
幹
部
と
の
懇
談
で
、
向
社
に
よ
る
社
会

党
政
権
樹
立
後
も
、
廃
棄
に
向
け
て
の
努
力
を
お
こ
な
う
と
い
う
条
件

付
き
な
が
ら
、
日
米
安
全
保
障
条
約
を
当
如
、
存
続
さ
せ
る
考
え
を
明

一一目した。
一
九
五
五
年
総
選
挙
で
は
左
社
は
防
衛
問
題
に
つ
い
て
「
原
水
爆
時

代
に
は
一
方
的
な
軍
事
同
盟
と
傭
兵
将
軍
備
に
よ
る
安
全
保
障
は
あ
り

A

f

p

M

A

、

一J
ノ
J
ノ

え
ず
、
自
衛
隊
を
し
だ
い
に
縮
小
し
て
平
和
建
設
隊
に
き
り
か
え
、
近

代
的
即
時
子
一
品
川
を
確
立
す
る
」
と
公
約
し
て
、
当
面
は
自
衛
隊
に
つ
い
て
も

維
持
す
る
考
え
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
五
年
七
月
二
三
日
に
両

社
統
一
交
渉
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
綱
領
政
策
問
題
務
理
案
」
と

題
す
る
文
書
で
は
防
衛
問
題
に
つ
い
て
、
「
川
現
在
の
再
軍
備
に
反
対

同
国
内
治
安
の
た
め
の
警
備
力
を
認
め
る
同
当
面
自
衛
隊
の
拡
大

を
阻
止
し
、
こ
れ
の
漸
減
を
は
か
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
文

書
は
統
一
綱
領
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
だ
が
、
防
衛
問
題
に
関
す
る
箇

所
は
統
‘
綱
領
に
盛
り
込
ま
れ
ず
、
「
国
際
平
和
確
立
の
方
途
」
と
題

さ
れ
た
統
一
綱
領
に
附
属
す
る
文
書
の
一
部
と
し
て
、
一

O
月
一
三
日

の
統
一
大
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
川
国
内
治
安
の
た
め

の
警
備
力
を
認
め
る
」
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
代
わ
り
に
「
閥
、

国
内
治
安
に
つ
い
て
は
、
氏
、
壬
的
な
機
動
力
あ
る
警
備
組
織
を
整
え
る
」

と
い
う
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

再
統
」
の
過
程
を
通
じ
て
、
社
会
党
左
派
の
立
場
が
自
衛
隊
の
「
廃

止
」
か
ら
「
漸
減
」
へ
と
現
実
の
政
治
に
対
応
す
る
変
化
を
見
せ
た
も

の
の
、
い
か
に
し
て
、
肉
衛
隊
を
漸
減
し
て
非
武
装
中
立
を
実
現
す
る

か
と
い
う
議
論
は
、
そ
の
後
、
社
会
党
友
派
の
中
で
真
剣
に
お
こ
な
わ

れ
た
と
は
言
え
な
い
。
山
口
房
雄
・
石
橋
政
嗣
と
い
っ
た
人
々
に
よ
っ

て
非
武
装
中
夜
論
の
体
系
化
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
も

偶
人
的
な
成
栄
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
社
会
党
内
で
は
非
武
装
中
立
論

に
異
議
を
嶋
え
る
こ
と
自
体
が
タ
ブ
!
と
な
っ
て
い
っ
た
。



一
一
一
、
党
組
織
と
吋
社
会
タ
イ
ム
ス
』

分
裂
時
、
国
会
議
員
数
で
は
右
社
が
左
社
を

k
凶
っ
た
が
、
地
方
組

織
で
は
左
社
が
優
勢
だ
っ
た
。
一
九
五
二
年
に
左
社
が
社
会
主
義
イ
ン

タ
ー
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
国
四
六
都
道
府
県
の

う
ち
、
右
社
優
勢
は
八
県
の
み
で
、
ト
都
府
県
が
五
分
五
分
、
み
一
八
道

一
却
〕

府
県
が
左
社
優
勢
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
も
と
も
と
脆
弱
で
あ
っ
た
社
会
党
組
織
で
優
勢
を
お
め
た

と
い
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
選
挙
を
戦
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

一
九
五
三
年
七
月
の
段
階
で
も
、
都
道
府
県
連
合
の
レ
ベ
ル
で
す
ら
組

織
が
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
党
費
も
ほ
と
ん
ど
集
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
地
域
支
部
が
未
整
備
な
た
め
、
地
区
労
を
基
盤
に
し

た
地
区
選
対
が
実
際
の
選
挙
活
動
を
担
っ
て
い
る
選
挙
区
も
少
な
く
な

く
、
そ
の
後
の
総
選
挙
で
の
左
社
の
躍
進
は
、
総
評
の
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
九
五
五
年
総
選
挙
に
お
け
る

総
評
推
薦
候
補
と
非
推
薦
候
補
の
当
選
率
の
差
で
あ
り
、
総
評
凝
薦
候

補
の
当
選
率
が
七
割
を
超
え
た
の
に
対
し
、
非
推
薦
候
補
の
当
選
本
は

泊
、

二
割
合
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

左
社
は
労
総
長
の
多
い
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
、
一
部
の
農
村
型
選

挙
区
で
も
進
出
し
た
。
一
九
五
五
年
総
選
挙
で
は
農
村
県
で
の
心
当
選
考

の
増
加
が
桟
白
を
集
め
た
が
、
兼
業
農
家
出
身
者
の
多
い
官
公
労
の
組

一
部
~

合
員
の
活
躍
に
よ
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
農
民
運
動
な

左
派
社
会
党
論
(
問
問
)

ど
で
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
議
員
の
・
中
に
は
、
制

{
羽
山

人
的
な
支
持
面
一
市
を
持
つ
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
α

ま
た
、
地
域
に
よ
っ

て
は
、
日
本
農
民
組
合
(
日
曲
終
)
の
影
響
力
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
労
組
を
主
体
と
し
た
選
挙
活
動
は
在
社
の
党
勢
拡
大
に

役
立
っ
た
が
、
労
組
に
よ
る
選
挙
活
動
は
労
組
員
以
外
の
階
層
へ
の
働

き
か
け
は
弱
く
、
地
域
相
会
に
な
か
な
か
左
社
の
名
前
が
浸
透
し
て
い

国
%

か
な
い
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

A

九
五
五
年
総
選
挙
で
は
、
労
組

A

町

に
よ
る
集
票
も
限
界
に
達
し
て
お
り
、
、
左
社
自
身
の
党
組
織
の
強
化

の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
問
題
は
社
会
党

内
統
一
後
も
党
組
織
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
問
題

で
あ
っ
た
が
、
左
社
執
行
部
の
掛
け
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
員
数
は

一
向
に
培
え
る
気
配
は
見
え
ず
、
党
組
織
の
整
備
も
な
か
な
か
す
す
ま

な
か
っ
た
。

左
社
の
党
組
織
整
備
に
大
き
な
影
を
投
げ
か
け
た
の
は
、
門
社
会
タ

イ
ム
ス
」
の
失
敗
で
あ
る
。

分
裂
以
前
か
ら
社
会
党
は
機
関
紙
「
社
会
新
聞
」
を
発
行
し
て
い
た

が
週
刊
(
一
九
四
九
年
八
月
二
五
日
付
よ
り
五
日
お
き
の
刊
行
)
で
あ

り
、
機
関
紙
の
日
刊
化
は
結
党
以
来
の
夢
で
あ
っ
た
。
-
在
社
第
九
問
符

建
大
会
(
一
九
五
-
亙
‘
一
月
』
φ

八

1
一二

O
日
)
は
、
宣
伝
カ
の
強
化
の

た
め
に
機
関
紙
の
日
刊
化
を
決
定
し
、
同
年
三
月
一
日
、
日
刊
機
関
紙

「
社
会
タ
イ
ム
ス
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
「
社
会
タ
イ
ム
ス
い
に
は
レ
ツ

一
九
七



筑
波
法
政
第
三
十
問
日
勺
ぐ
一

0
0

ド
・
パ
!
ジ
で
新
開
社
を
追
放
さ
れ
た
新
開
記
者
が
集
め
ら
れ
、
記
事

却

の
凶
白
さ
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
「
社
会
タ
イ
ム
ス
』
は
た
ち
ま
ち
資
余
難
に
夜
面
し
た
c

党

川
氏
や
労
抑
制
民
の
な
か
に
は
、
党
の
出
版
物
は
無
料
で
も
ら
え
る
と
思
っ

て
い
る
者
が
多
く
、
購
読
料
金
の
同
収
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら

初

で
あ
る
。
「
社
会
タ
イ
ム
ス
」
創
刊
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
江
間
三
郎

は
、
経
営
の
建
て
院
し
に
バ
、
力
し
た
が
、
社
会
タ
イ
ム
ス
社
は
.
九
五

四
年
近
月
一
一
二
日
、
倒
産
し
た
。

そ
の
後
、
社
会
党
再
統
一
後
、
た
び
た
び
機
関
紙
の
日
刊
化
が
模
索

さ
れ
た
が
、
週
一
一
向
刊
が
浪
度
で
、
日
刊
化
は
つ
い
に
達
成
さ
れ
な
か
っ

た
。
(
現
夜
の
社
会
民
主
党
の
『
社
会
新
報
」
は
滋
刊
)
『
社
会
タ
イ
ム

ス
』
の
失
敗
の
記
憶
が
社
会
党
に
機
関
紙
日
刊
化
に
二
の
足
を
踏
ま
せ

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
社
会
タ
イ
ム
ス
』
が
在
社
内
部
に
与
え
た
影
響
と
し
て
大

き
か
っ
た
の
が
、
社
会
タ
イ
ム
ス
社
の
整
理
を
め
ぐ
っ
て
、
左
社
幹
部

内
に
深
刻
な
対
立
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。
社
会
タ
イ
ム
ス
社
は

莫
大
な
債
務
を
か
か
え
て
倒
産
し
た
が
、
そ
の
負
債
を
誰
が
支
払
う
の

か
が
問
題
と
な
っ
た
。
多
く
は
総
評
が
支
払
っ
た
が
、
一
部
の
請
求
が

左
社
幹
部
に
附
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
社
会
タ
イ
ム
ス
社
の
中
心
人
物

で
あ
っ
た
江
川
に
も
左
社
委
良
一
長
の
鈴
木
に
も
支
払
い
能
力
が
な
く
、

左
社
幹
部
と
し
て
資
金
調
達
に
尽
力
し
た
和
問
博
雄
書
記
長
が
支
払
う

こ
と
と
な
っ
た
。

A

九
八

太
町
議
九
日
化
労
連
委
員
長
(
後
に
総
評
議
長
)
を
は
じ
め
和
問
と
親

し
い
人
々
は
、
江
聞
や
鈴
木
が
利
郎
に
負
僚
の
支
払
い
を
押
し
付
け
た

と
非
難
し
た
。
一
方
、
鈴
木
系
の
人
キ
は
、
和
的
系
の
人
キ
の
主
張
は
出

誇
張
さ
れ
て
お
り
、
江
川
は
誠
心
誠
意
行
動
し
た
と
反
論
し
て
い
る
。

「
社
会
タ
イ
ム
ス
い
記
者
か
ら

N
H
K
記
者
に
転
じ
た
飯
島
博
は
社
会

タ
イ
ム
ス
社
側
夜
時
の
事
情
を
関
想
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
コ

「
社
会
タ
イ
ム
ス
』
に
お
け
る
江
郎
さ
ん
の
寝
食
を
忘
れ
て
の
献

身
的
な
働
き
ぶ
り
は
、
識
も
任
定
で
き
な
い
事
実
、
だ
と
思
い
ま
す
よ
c

同
時
に
、

H

和
出
系
。
の
人
た
ち
が
債
務
の
返
済
を
担
っ
た
こ
と
、

こ
の
こ
と
も
事
実
で
し
ょ
う
c
:
:
:
江
川
さ
ん
に
対
す
る
H

和
田
系
M

の
非
難
は
、
こ
れ
を
受
け
る
受
け
な
い
は
別
に
し
て
、
私
は
、
借
金

の
泣
い
択
に
慾
者
扱
い
さ
れ
た
こ
と
は
、
江
間
さ
ん
の
役
割
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

一
見
、
順
調
な
発
展
を
続
け
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
在
社
も
内
部
で

は
、
労
組
票
の
頭
打
ち
、
組
織
の
未
務
備
、
幹
部
同
士
の
不
和
と
い
う

問
題
を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
再
統
一
し
た
社
会
党
内
部

に
も
引
き
継
が
れ
、
社
会
党
を
長
期
低
落
に
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
c



回
、
左
社
綱
領
と
再
統
一

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
政
策
や
組
織
に
在
社
は
徐
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
問
題
点
に
取
り
組
む
前
に
左

社
を
揺
る
が
せ
た
の
が
、
お
社
と
の
内
統
.
問
題
で
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
量
一
光
首
班
構
想
の
失
敗
後
、
雨
社
の
間
に
再
統
一
の
気
遂
が

尚
ま
っ
た
が
、
左
社
内
部
で
は
労
農
派
の
知
識
人
た
ち
が
猛
烈
に
再
統

A

に
反
対
し
た
ο

そ
こ
に
は
綱
領
問
題
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
c

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
京
社
第
二
一
間
大
会
(
一
九
五
問
年
一
一
月
一
一

品

J
1
一
一
二
一
日
)
で
採
択
さ
れ
た
「
日
本
社
会
党
綱
領
」
(
在
社
綱
領
)

で
あ
る
c

左
社
綱
領
の
作
成
に
は
労
農
派
の
知
識
人
が
多
く
携
わ
っ
て

お
り
、
カ
然
、
労
農
派
の
知
識
人
の
思
い
入
れ
は
強
か
っ
た
。
そ
の
綱

領
の
内
心
げ
は
、
社
会
主
義
革
命
の
条
件
と
し
て
戦
争
や
恐
慌
を
待
望
し
、

社
会
主
義
政
権
誕
生
の
後
に
は
政
権
を
恒
久
化
し
、
行
政
，
司
法
・
マ

ス
コ
ミ
な
ど
の
機
関
を
社
会
主
義
の
方
向
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

M
-

定
め
て
い
た
。

一
九
五
同
年
二
一
月
七
日
に
吉
田
内
閣
が
総
務
織
す
る
と
、
代
わ
っ

て
首
相
に
就
任
し
た
民
主
党
総
裁
の
鳩
山
一
郎
が
同
氏
的
な
人
気
を
集

め
た
。
鳩
山
の
人
気
に
対
抗
す
る
た
め
、
両
社
は
-
九
五
五
年
総
選
奈

で
は
持
統
一
を
公
約
に
掲
げ
、
有
権
者
の
注
目
を
集
め
よ
う
と
し
た
。

総
選
挙
後
、
州
社
は
再
統
一
の
動
き
を
本
燃
化
す
る
が
、
労
農
派
マ
ル

ク
ス
主
義
の
影
響
が
強
い
左
社
綱
領
は
隊
欧
酬
の
民
主
社
会
主
義
の
立

左
派
社
会
党
論
(
附

m

場
に
た
つ
む
社
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
独
自
の
綱
領
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
お
社
は
、
一
九
五
五
年
五
月
六
日
、
「
統
一
社
会
党
綱

領
草
案
」
(
右
社
綱
領
)
を
発
表
し
、
統
一
社
会
党
の
綱
領
作
成
に
備

え
た
。
右
社
綱
鎖
は
、
政
権
獲
得
後
も
反
対
党
の
存
夜
を
寄
認
し
、
氏

一
州

m
r

主
主
義
的
諸
権
利
を
国
民
に
保
訴
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

統
一
社
会
党
綱
領
作
成
の
左
社
側
の
寅
任
者
は
伊
藤
政
策
審
議
会
長

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
伊
燦
が
お
社
側
に
大
幅
な
妥
協
を
し
、
「
ト
竹

一
日
前
山
一

社
八
分
ト
江
社
A

A

分
」
と
呼
ば
れ
る
お
社
寄
り
の
統
一
綱
領
を
作
成
す

る
と
、
伊
藤
は
友
社
綱
領
に
思
い
い
れ
の
深
い
労
農
派
の
知
識
人
た
ち

か
ら
総
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
c

鈴
木
派
と
対
立
を
深
め
て
い

た
如
何
川
派
は
、
伊
藤
が
鈴
木
派
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
知
識
人
た
ち
に
同

調
し
、
伊
藤
攻
撃
に
加
わ
っ
た
。

山
川
・
向
坂
ら
労
曲
目
対
派
の
知
識
人
た
ち
は
、
統
.
綱
領
が
討
議
さ
れ

る
左
社
第
一
一
四
回
大
会
(
一
九
五
託
年
九
月
一
九

1
・一

O
行
)
に
合
わ

せ
て
、
両
社
再
統
一
を
厳
し
く
非
難
す
る
論
文
を
掲
載
し
た
吋
社
会
主

義
い
(
労
農
派
の
知
識
人
・
政
治
家
な
ど
か
ら
な
る
社
会
主
義
協
会
の

機
関
誌
)
臨
時
号
を
発
行
し
、
大
会
会
場
で
配
布
し
て
、
再
統
命
一
反
対

を
訴
え
た
。
し
か
し
、
阿
統
一
の
趨
勢
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
、
ず
、
持

統
一
は
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
吋
決
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
も
、
知
識

人
や
和
出
派
に
よ
る
伊
藤
攻
撃
は
や
ま
ず
、
向
坂
の
聞
く
に
耐
え
な
い
一
泊
』

野
次
に
伊
藤
が
激
品
し
、
怒
鳴
り
返
す
場
面
す
ら
見
ら
れ
た
と
い
う
。

伊
藤
が
右
社
と
ト
八
一
戦
に
妥
協
し
て
も
再
統
一
を
す
す
め
よ
う
と
し
た

九
九
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背
景
に
は
、
左
社
執
行
部
が
度
重
な
る
躍
進
で
自
信
を
強
め
、
社
会
党

政
権
樹
立
に
向
け
て
の
道
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が

引

m
v

あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鈴
木
は
再
統
一
を
め
ぐ
っ
て
知
識
人
た

ち
と
札
際
が
生
じ
た
寅
任
を
伊
藤
に
な
す
り
つ
け
る
よ
う
な
手
紙
を
山

川
に
送
り
、
自
分
は
傍
観
者
的
な
立
場
に
な
っ
た
。
再
統
一
後
、
伊
藤

は
統
…
社
会
党
の
政
策
審
議
会
長
と
な
っ
た
が
、
持
統
一
反
対
派
と
の

論
戦
の
矢
面
に
立
っ
た
こ
と
で
心
労
が
愛
な
り
、
一
九
五
六
年
三
一
月
、

急
逝
し
た
。
ほ
ほ
向
じ
こ
ろ
、
右
社
内
部
で
一
件
統
一
に
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
た
一
一
一
輪
寿
社
も
ま
た
批
を
去
っ
て
い
る
。
両
社
の
橋
渡
し
役

と
も
叫
一
一
一
灯
、
つ
べ
き
一
一
人
の
死
は
再
統
一
を
果
た
し
た
ば
か
り
の
社
会
党
の

未
来
に
暗
雲
を
な
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
c

さ
ら
に
、
最
後
ま
で
両
社
の
再
統
一
に
反
対
し
な
が
ら
、
湾
統
一
後

は
一
転
し
て
、
こ
れ
ま
で
再
統
一
に
反
対
し
て
き
た
人
身
に
統
一
社
会

党
に
協
力
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
た
山
川
も
一
九
五
七
年
三
月
に
死

去
し
た
。
山
川
に
代
わ
っ
て
社
会
主
義
協
会
の
代
表
と
な
っ
た
向
坂
は
、

山
川
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
再
統
一
反
対
の
姿
勢
を
貫
き
、
機
関

誌
門
社
会
主
義
』
を
通
じ
て
、
社
会
党
執
行
部
に
対
す
る
批
判
を
強
め

て
い
っ
た
。

総
評
内
部
で
も
、
社
会
党
再
統
一
の
最
も
熱
心
な
支
持
者
で
あ
っ
た

高
野
が
総
評
第
六
回
大
会
(
一
九
五
五
年
七
月
二
六

1
一
一
九
日
)
で
失

脚
し
、
太
悶
が
副
議
長
、
国
労
の
岩
井
章
が
事
務
局
長
に
就
任
し
て
、

太
郎
i
岩
井
ラ
イ
ン
に
指
導
権
が
移
っ
た
。
太
郎
は
和
問
派
に
近
く
、

。。

社
会
党
の
湾
統
刊
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。

緬
九
五
八
年
五
月
の
総
選
挙
で
は
、
社
会
党
は
七
議
席
し
か
増
や
す

こ
と
が
出
来
ず
、
社
会
党
の
党
勢
が
頭
打
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
誰
の
臼

に
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
党
内
外
で
は
社
会
党
の
改
京
を
求
め
る
戸
が

巻
き
起
こ
る
が
、
そ
の
な
か
で
向
坂
・
太
田
・
岩
井
は
同
年

A
O
月、

「
社
会
党
を
強
化
す
る
会
」
を
結
成
し
、
執
行
部
批
判
を
強
め
た
。
こ

れ
に
和
問
派
も
便
乗
し
て
執
行
部
、
特
に
鈴
木
派
を
攻
撃
し
た
。
鈴
木

は
あ
く
ま
で
も
再
統
一
の
正
当
性
を
訴
え
、
一
九
五
八
年
二
一
月
・
ヒ

日
、
遊
説
先
の
北
海
道
釧
路
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
左
派
の
あ
り
方
を
批

判
的
に
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
は
院
外
闘
争
よ
り
も
同
会
内
で
の
活
動
を

浪
視
す
る
と
言
い
切
っ
た
。
(
釧
路
談
話
)

し
か
し
、
執
行
部
の
抵
抗
も
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
た
の
翌
年
一
月
-
九

日
の
拡
大
中
央
委
員
会
で
は
、
鈴
木
が
反
対
派
へ
の
配
慮
か
ら
社
会
党

政
権
樹
立
後
の
政
権
交
代
を
否
定
す
る
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
十
灯

派
や
マ
ス
コ
ミ
の
反
発
を
資
っ
た
ポ
社
会
党
が
本
当
に
議
会
制
民
主
主

義
を
遵
守
す
る
気
が
あ
る
の
か
、
疑
わ
せ
る
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
以
後
、
社
会
党
執
行
部
の
迷
走
が
続
い
て
い
く
。
一
一
一
月
二
一

日
に
は
、
訪
中
し
た
浅
沼
稲
次
郎
書
記
長
(
お
社
出
身
)
が
中
国
で
「
ア

心
付
制
一

メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
中
日
人
民
共
同
の
敵
で
あ
る
」
と
演
説
し
た
c

こ

の
演
説
は
、
社
会
党
の
党
是
で
あ
る
非
武
装
中
立
の
考
え
方
か
ら
逸
脱

す
る
恐
れ
の
あ
る
内
容
で
あ
り
、
再
統
一
の
際
に
京
社
が
少
し
ず
つ
進

め
て
き
た
日
米
安
保
条
約
維
持
を
基
本
に
し
た
外
交
政
策
樹
立
の
た
め



の
努
力
を
台
無
し
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

六
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
社
会
党
の
首
選
者
は
前
回
よ
り
一
一
人
も

減
り
、
鈴
木
派
を
中
心
と
す
る
執
行
部
に
向
け
ら
れ
る
党
内
の
批
判
は

ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
な
っ
た
。
執
行
部
の
統
制
力
の
低
下

に
と
も
な
っ
て
左
お
両
派
の
衝
突
も
激
し
さ
を
増
し
、
つ
い
に
は
青
年

部
が
、
総
評
へ
の
依
存
や
日
米
安
保
条
約
改
定
反
対
運
動
に
異
を
附
加
え

る
最
お
派
の
西
尾
末
広
の
除
名
を
要
求
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
社
会
党

第
A

六
回
大
会
(
一
九
五
九
年
九
月
一
一
一

1
一
六
日
)
で
は
、
か
ね
て

か
ら
社
会
党
の
左
傾
化
に
批
判
的
だ
っ
た
阪
尾
を
統
制
委
員
会
に
か
け

る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
の
を
機
に
、
凶
日
他
派
お
よ
び
河
ト
ぃ
派
の
一
部
が

脱
党
し
、
民
主
社
会
党
を
結
成
し
た
。
定
お
一
向
派
の
共
存
は
わ
ず
か
周

年
し
か
絞
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

社
会
党
が
わ
ず
か
四
年
で
持
分
裂
し
た
直
接
の
版
図
と
し
て
、
在
社

が
再
統
一
を
急
ぎ
す
ぎ
、
党
内
や
総
評
に
多
数
の
再
統
一
反
対
派
を
残

し
た
こ
と
、
商
社
の
橋
渡
し
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
人
々
を
持
統
一
直
後

に
失
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
分
裂
時
代
に
明
ら
か
と
な
っ

た
党
の
組
織
の
問
題
点
に
つ
い
て
十
分
な
討
議
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
も
原
闘
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な

左
派
社
会
党
論
(
岡
町
)

ら
、
持
統
一
の
際
に
、
在
社
内
部
で
労
組
票
の
伸
び
悩
み
ゃ
地
域
社
会

へ
の
浸
透
の
弱
さ
と
い
う
問
題
を
ど
う
克
服
す
る
の
か
よ
く
議
論
し
て

お
き
、
対
応
策
を
決
め
て
い
れ
ば
、
一
九
五
八
年
の
総
選
本
や
一
九
五

九
年
の
参
議
院
選
教
の
敗
北
に
対
し
て
も
、
執
行
部
は
有
効
な
手
を
打

つ
こ
と
が
出
来
、
党
内
に
無
用
な
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
の
し
か
し
、
実
際
に
は
国
政
選
挙
の
敗

北
を
、
つ
け
て
、
党
内
各
派
閥
が
め
い
め
い
勝

F
な
再
建
策
を
発
表
す
る

結
間
取
と
な
り
、
党
の
再
建
策
を
め
ぐ
っ
て
、
問
問
冶
派
と
左
派
と
の
対
立

を
あ
お
る
結
来
と
な
っ
た
。

外
交
面
に
お
い
て
も
、
再
統
一
の
際
に
日
米
安
保
条
約
・
自
衛
隊
を

主
樹
維
持
し
、
長
期
的
に
非
武
装
中
之
に
向
け
て
外
交
努
力
を
積
み
上

げ
て
い
く
と
い
う
路
線
を
よ
り
明
確
に
し
、
執
行
部
が
そ
れ
を
十
分
自

覚
し
て
い
れ
ば
、
浅
招
発
言
の
よ
う
な
過
度
に
ア
メ
リ
カ
を
刺
激
す
る

よ
う
な
発
言
が
飛
び
出
す
こ
と
も
な
く
、
日
米
安
保
条
約
改
定
反
対
運

動
に
お
い
て
も
、
日
米
安
保
条
約
を
肯
定
す
る
閥
応
派
と
の
問
に
妥
協

が
成
立
し
、
部
門
応
派
を
脱
党
に
追
い
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
左
社
以
来
の
問
題
点
に
初
め
て
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
、

イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
構
造
改
革
論
に
影
響
を
う
け
た
構
造
改
革
派
で

あ
っ
た
へ
構
造
改
革
派
は
労
組
依
存
か
ら
の
脱
却
・
地
域
社
会
へ
の
没

透
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
党
総
織
改
革
案
を
ぬ
げ
、
安
保
闘
争
後
、
険

凶
感
化
し
た
社
会
党
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
涛
に
も
努
力
し
た
。

こ
の
構
造
改
核
派
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
、
和
田
と
太
悶
で

。
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あ
る
。
和
田
も
太
田
も
構
造
改
革
論
に
は
理
解
を
示
し
て
い
た
が
、
構

造
改
革
派
の
指
導
者
と
な
っ
た
江
悶
に
対
し
て
は
『
社
会
タ
イ
ム
ス
』

の
件
以
来
、
ぬ
ぐ
い
難
い
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
。
和
田
派
の
大
勢
が

構
造
改
革
派
に
接
近
し
て
い
く
な
か
、
和
聞
の
み
は
構
造
改
革
論
支
持

を
打
ち
出
さ
ず
、
太
田
は
む
し
ろ
積
極
的
に
反
対
を
唱
え
て
い
く
。
左

社
時
代
の
人
間
関
係
に
お
け
る
し
こ
り
が
こ
こ
で
も
頭
を
も
た
げ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
党
は
左
社
時
代
以
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
問
題

を
解
決
出
来
ぬ
ま
ま
、
さ
ら
な
る
混
迷
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。

主(
1
)

た
と
え
ば
、
向
坂
逸
郎
『
日
本
革
命
と
社
会
党
』
社
会
主
義
協
会
、
一
九
七

一
一
年
に
所
収
の
一
途
の
論
文
を
参
照
。

(
2
)

社
会
党
衰
退
の
要
因
が
党
組
織
に
あ
る
と
い
う
説
は
、
随
所
で
言
及
さ
れ
て

い
る
が
、
た
と
え
ば
、
拙
稿
「
高
度
成
長
期
の
日
本
社
会
党
」
『
筑
波
法
政
』

二
九
号
(
一
一

0
0
0年
九
月
)
参
照
。

(
3
)

五
十
嵐
武
士
『
戦
後
日
米
関
係
の
形
成
』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
、
一
一

O
六

一
良
。
吉
岡
清
久
「
青
年
よ
銃
を
と
る
な
」
読
売
新
聞
社
(
編
)
『
二

O
世
紀

ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
か
戦
争
編
大
戦
後
の
日
本
と
世
界
』
読
売
新
聞
社
、

一
九
九
九
年
、
一
一
一
六

1
一
二
七
頁
。
際
彬
久
「
戦
後
史
の
な
か
の
日
本
社
会
党
」

中
央
公
論
新
社
、
二

0
0
0年
、
七
六

i
七
八
頁
。

(
4
)

山
川
均
『
日
本
の
再
箪
備
』
岩
波
書
応
、
一
九
五
二
年
、
一
五

1
二
五
一
良
。

(
5
)

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
一

O
月
二
五
日
付
朝
刊
に
よ
れ
ば
、
再
箪
備
賛

二
O
二

成
派
は
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
毎
日
新
聞
』
一
九
五

二
年
四
月
一
四
日
付
朝
刊
に
よ
れ
ば
、
野
中
串
備
賛
成
一
一
一
八
・
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

持
軍
備
反
対
一
一
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
。
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
九
月
二
一
日
付

夕
刊
に
よ
れ
ば
、
百
円
軍
備
賛
成
一
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
得
箪
備
反
対
一
二
一
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
と
猪
抗
し
た
。
朝
鮮
戦
争
期
に
お
い
て
、
戦
線
の
修
着
が
日
本
間
内
の
一
件

箪
俄
賛
成
派
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
宮
崎
隆
次
「
日

本
に
お
け
る
『
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
閲
定
化

l
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立

」
犬
議
一
努
ほ
か
(
編
)
「
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
』
岩
波
書
版
、
一

九
八
八
年
、
一
六
二

1
一六一一一資。

(6)

「
朝
鮮
事
件
と
労
働
運
動
一
一
」
(
一
九
五

O
年
七
月
二
凶
日
)
『
高
野
実
著

作
集
」
編
集
委
員
会
{
編
)
『
高
野
実
著
作
集
」
第
二
巻
、
柘
横
書
一
房
一
、
一
九

七
六
年
、
一
一
一
五
四
頁
。

(
7
)

支
樹
文
彦
「
誕
奮
戦
後
労
働
運
動
史
(
七
)
」
『
進
歩
と
改
革
』
六

O
二
号

{一一

O
O
二
年
二
月
)
、
七
五
資
。

(
8
)

同
右
、
七
九

i
八
O
資。

{
9
)

久
保
田
忠
夫
氏
(
元
社
会
党
青
年
対
策
部
長
)
は
、
筆
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
内
谷
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
(
「
労
働
組
合
と
政
治
・

政
党
研
究
会
」
第
二
閥
・
二

O
O
二
年
九
月
一
一
日
・
於
財
開
法
人
社
会
経
済

生
産
性
本
部
)

社
会
党
が
分
裂
し
た
後
、
左
社
か
ら
選
挙
に
出
ょ
う
と
い
う
者
は
ほ
と

ん
ど
お
ら
ず
、
総
選
挙
間
近
に
な
っ
て
も
在
社
は
な
か
な
か
候
補
者
を
決

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
が
清
水
幾
太
郎
氏
と
親
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
鈴

木
委
員
長
が
私
を
呼
ん
で
、
清
水
氏
に
総
選
挙
に
出
て
も
ら
う
よ
う
要
請

す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
も
あ
る
。
結
局
、
左
社
は
自
前
の
候
補
者
を
用
意



出
来
ず
、
労
組
が
資
金
と
候
補
者
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会
党

の
労
組
依
存
が
始
ま
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。

(ω}
太
郎
蕪
「
飼
い
の
な
か
で
」
青
木
書
路
、
一
九
七
一
年
、
八

0
1
八
一
一
良
に

よ
れ
ば
、
一
九
五
二
年
総
選
挙
の
際
に
、
選
挙
資
金
を
用
意
し
た
の
は
太
闘
で

あ
る
と
い
、
っ
。

(
日
)
財
界
と
在
社
の
見
解
の
岨
間
違
に
つ
い
て
は
「
中
央
経
済
」
誌
上
で
回
開
閉
さ
れ

た
桑
原
李
陵
(
八
幡
製
鉄
調
査
課
長
)
と
広
沢
賢
一
(
友
社
政
策
審
議
会
書
記
)

の
論
争
が
、
論
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
わ
か
り
や
す
い
。
桑
原
李
隆
「
左
派
社

会
党
の
経
済
政
策
批
判

l
H平
和
経
済
自
立
計
爾
M

を
中
心
に
し
て
!
」
「
中

央
経
済
』
一
一
一
巻
二
号
(
一
九
五
四
年
一
一
一
月
)
、
広
沢
賢
一
「
桑
原
李
際
氏
の

批
判
に
応
え
て

l
社
会
党
の
伊
平
和
経
済
自
立
計
画
H

に
つ
い
て

i
」
『
中
央

総
消
』
問
巻
“
号
(
一
九
五
一
カ
年
一
月
)
、
桑
原
李
降
つ
左
派
社
会
党
の
経
済

政
策
批
判
u

持
論
」
「
中
央
経
済
』
四
巻
一
石
す
(
一
九
五
五
年
二
月
)
、
広
沢
賢

一
「
友
派
社
会
党
の
緩
済
政
策
に
つ
い
て

i
桑
原
李
臨
胞
の
禅
批
判
に
も
答
え
て

|
」
吋
中
央
経
済
』
凶
巻
八
口
万
三
九
五
五
年
八
月
)
。

{
ロ
)
重
丸
首
班
構
想
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
、
前
掲
論
文
参
照
。

(
日
)
河
野
後
ほ
か
「
座
談
会
社
会
党
は
統
一
へ
品
前
進
す
る
」
「
民
主
社
会
主
義
』

一
一
一
ぷ
す
(
一
九
五
悶
年
五
月
)
、
二
六
賞
。

(
M
)

日
本
社
会
党
五
O
年
史
編
纂
委
民
会
(
編
}
吋
日
本
社
会
党
出
先
」
社
会
民
主

党
全
悶
連
合
、
一
九
九
六
年
、
一
一
一

O
六
策
。

{
お
)
阿
右
、
一
叩
二
六
賞
。

(
M
m
)

日
本
社
会
党
結
党
問
十
絢
年
記
念
山
山
販
制
刊
行
委
員
会
(
編
)
吋
資
料
日
本

社
会
党
問
十
年
史
』
日
本
社
会
党
中
央
本
部
、
一
九
八
六
年
、
一
一
一
.
二
賞
。

(
げ
)
山
口
一
貯
雄
詰
ム
弘
こ
の
民
族
の
課
題
』
奈
誠
堂
、
一
九
五
九
年
。

左
派
社
会
党
議
(
岡
悶
)

(
日
間
)
石
橋
正
嗣
『
非
武
装
・
中
立
論
』
日
本
社
会
党
中
央
本
部
機
関
紙
局
、

。
年
。

{
刊
日
)
読
売
新
聞
社
(
編
て
前
掲
響
、
二

O
五
1
二
O
六
演
で
は
、
曲
闘
我
祐
治
(
一
花

社
会
党
副
書
記
長
)
が
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
絶
対
一
平
和
論
と
結
び
つ
き
一
つ
の
原

理
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
六
O
年
安
保
以
降
、
関
民
の
間
に
は
『
自
民
党
の
軽

武
装
、
経
済
大
関
』
路
線
が
没
透
し
て
い
た
が
、
党
内
で
は
自
衛
隊
の
存
在
、

防
衛
論
争
に
跨
み
込
む
こ
と
す
ら
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
だ
っ

た
ら
柔
軟
な
対
応
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
」
と
極
言
し
て
い
る
。

(
初
)
日
本
社
会
党
五

O
年
史
編
纂
委
員
会
(
編
)
、
前
掲
察
、
一
一
二

0
1
4
一一一一

賞。

(
幻
)
日
本
社
会
党
組
織
部
「
組
織
の
現
状
」
一
九
五
一
一
一
年
八
月
一
日
(
鴎
立
協
会

関
番
館
懲
政
資
料
室
所
蔵
「
只
絵
祐
治
文
書
』
二
八
八
}
。

(
忽
}
広
瀬
健
一
「
左
派
社
会
党
の
笑
態
』
大
衆
枝
、
一
九
五
五
年
、
九
九
1
一
。

一一一一員。

(
お
)
内
閣
官
房
内
閣
調
査
護
「
戦
後
選
挙
の
分
析
|
衆
・
参
両
院
議
員
選
挙
を
中

心
と
し
て
1
」
(
一
九
五
八
年
一
一
一
月
)
、
一
一
間
五
賞
。

(
倒
的
)
広
瀬
、
前
掬
察
、
八
間
一
良
。

(
お
)
宮
崎
隆
次
「
五
五
年
体
制
成
立
期
の
都
市
と
農
村
」
(
二
)
吋
千
葉
大
学
法
学

論
集
』
一
関
巻
悶
A
V
(
二
0
0
0年
一
一
一
月
九
一
ヒ
七
-3
一
八
七
一
氏
。

{
お
)
問
問
宗
河
ほ
か
「
〈
駆
談
会
〉
閥
会
闘
争
と
選
挙
闘
争
」
『
社
会
主
義
」

五
号
{
一
九
五
五
年
八
月
)
、
二
五
1
一一六一良令

(
幻
)
広
瀬
、
前
掲
議
、
一

O
二
疑
。

(
銘
)
社
会
文
出
陣
(
編
)
吋
日
本
社
会
党
史
史
料
』
約
審
一
房
、
一
九
六
六
年
、
一
一
一
間

六
賞
。

(
m
U
)

水
野
秋
吋
太
田
蕪
と
そ
の
時
代
」
上
、
同
盟
山
川
版
サ
ー
ビ
ス
、
一
一

O
O
一一年、

九
1¥、

二
O
一一一



筑
波
法
政
第
三
十
四
号
(
二

0
0

-直一

O
じ
資
。

(
拘
)
江
間
三
郎
「
私
の
緩
燦
お
い
「
江
川
一
二
郎
〕
刊
行
会
「
江
川
会
二
郎
ー
そ
の
ロ

マ
ン
と
追
相
い
い
同
刊
行
会
、
…
九
七
四
年
、
問
じ
一
良
一

(
幻
)
太
出
、
前
仰
向
車
回
、
一
九
一
二
一
1
一
九
間
賞
。
大
竹
品
川
日
介
「
幻
の
化
和
問
博
雄

の
佐
治

l
h
下
、
山
柏
木
海
察
隊
、
一
九
八
A

年
、
六
八

1
七
O
W
U
H

{
お
)
鈴
木
徹
昌
二
「
日
本
社
会
党
と
鈴
木
茂
三
郎
」
(
一
二
)
内
十
八
版
社
会
問
題
研
究
所

雑
誌
」
(
法
政
大
学
)
問
問
一
一
円
ゲ
三
九
九
五
年

4
0月
七
五
二

1
五一一一珂。

(
お
)
戦
後
村
会
郎
題
研
究
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
「
「
村
会
新
聞
」
と
吋
村
会
ヂ
イ
ム
ス
』

-
飯
島
博
氏
に
聞
く
」
(
一
J

「
大
際
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
い
間
一
一
二
ザ
(
一

九
九
凶
年
一

O
月
)
、
五
八
災
む

(
判
例
)
左
社
綱
領
は
、
日
本
H
N
会
党
結
党
占
・

0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
民
会
{
総
)

「
日
本
社
会
党
占
パ
)
年
の
記
録
』
日
本
村
会
党
機
関
紙
出
版
局
、
‘
九
六
五
年
・

月
刊
社
会
党
編
集
部
吋
円
日
本
社
会
党
の
三
十
年
い
日
本
社
会
党
中
央
本
邸
機
関

紙
局
、
一
九
じ
六
年
・
日
本
社
会
党
結
党
間
十
周
年
記
念
出
版
刊
行
委
員
会

(
編
)
、
前
掲
警
な
ど
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
や

(
お
)
お
社
は
、
叫
九
山
間
五
年
企
今
月
一
日
の
社
会
党
結
党
の
際
に
係
択
さ
れ
た
、

民
主
主
義
・
村
会
主
義
・
平
和
主
義
を
う
た
っ
た
三
か
条
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
そ

の
ま
ま
綱
領
と
し
て
い
た
。

(
お
)
お
初
綱
領
は
前
掲
の
吋
日
本
社
会
党
二

O
年
の
記
録
い
「
資
料
日
本
社
会

党
問
ト
年
巾
ん
」
な
ど
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
く

(
幻
)
科
会
思
潮
研
究
会
(
縦
)
門
社
会
党
P
N
4
A
M
』
今
日
の
肉
慾
村
、
-
九

h
七
年
、

い
ハ
伊
良
。
(
法
政
大
川
山
「
大
断
町
村
会
問
問
題
研
究
所
所
蔵
「
山
川
放
逸
郎
文
庫
」
一
ゐ
五

s
h
三
一
)

C

(
お
)
鈴
木
、
前
掲
論
文
、
五
.
災
，

(
羽
)
佐
々
木
更
一
一
「
炭
焼
き
か
ら
日
中
の
か
け
橋
ま
で
』
大
作
然
川
版
、

)L 
七

0 
問

一
一
年
、
一
八
z

片

(
仙
刊
)
布
、
バ
康
問
問
「
在
お
社
会
党
九
日
間
劇
で
の
山
川
と
向
坂
」
上
野
山
山
令
・
ゎ
…
刈
山
駅

同
「
山
川
均
・
向
坂
逸
郎
外
伝
労
曲
一
民
派
一
九
P

一五

1
-
九
八
五
」
仁
、
社

会
主
義
協
会
、
二

O
O
二
年
、
)

A

七
0
・
一
一
七
八

1
4
-
七
九
災
リ

(
H

牡
)
山
川
は
「
制
会
主
義
~
沢
一
号
三
九
五
五
年
ゅ
一
一
川
)
に
一
統
社
会
党

の
建
設
の
た
め
に
」
と
い
う
ぬ
丈
を
発
表
し
、
左
派
活
動
家
に
対
し
て
統
一
社

会
党
に
協
力
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
叫

(
必
)
町
朝
日
新
開
」
…
九
五
八
年
一
-
月
一
八
日
付
朝
刊
c

(
必
)
「
h

昨
日
新
聞
い
一
九
計
九
有
一
月
一
九
日
付
夕
刊
・
一
九
五
九
年
ゐ
月
…
目
。

日
付
加
初
判
。

(
付
)
浅
沼
発
誌
を
め
ぐ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
阿
部
達
味
三
浅
川
川
発
計
い
と
小

同
の
対
日
態
度
」
吋
村
会
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〕
(
凶
際
基
紙
同
教
大
学
)
し
ハ
サ
二

九
六
五
年

4
0
H月
)
参
照
。

(
犯
)
社
会
党
再
建
紛
争
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
後
革
新
の
分
水
嶺
」
吋
筑
波
法

政
い
‘
一
ヒ
号
(
一
九
九
九
年
九
月
)
参
照

(
M

刊
)
構
造
改
事
派
は
「
ア
メ
リ
カ
と
も
仲
良
く
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
悩
げ
た

H
n
h
民
党
の
中
立
政
策
か
ら
今
H
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
・
ソ
連
と
も
に
良
好
な
関
係
を

保
つ
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
党
内
で
は
違
和
感
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
の

大
柴
滋
夫
ほ
か
「
六

O
年
安
保
問
闘
争
と
構
造
改
事
論
争
に
つ
い
て
」
日
本
社
会

党
本
部
品
脅
記
凶
O
B会
(
編
)
叶
わ
れ
ら
間
恕
の
か
三
宅
坂
w

i
日
本
社
会
党

本
部
書
記
局
O
B
・
会
バ
集
|
』
…
九
九
八
年
、
二
一

X
1
4
Lハ
民
c

(
円
引
)
水
野
、
前
拘
書
、
♂
一
仁
八
廷
に
よ
る
と
、
江
川
と
和
問
・
太

mと
の
附
の
不

和
は
一
九
五

O
年
参
議
院
選
挙
の
際
に
、
和
的
・
太
初
が
江
附
の
選
挙
を
支
援

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
川
が
和
問
派
に
入
ら
ず
鈴
木
派
に
人
っ
た
と
き
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
U



(
付
記
)

本
稿
は
、
進
藤
築
一
先
生
退
官
記
念
号
に
投
稿
す
る
た
め
に
新
た
に
書
き
下
ろ
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
進
臨
時
先
生
よ
り
、
私
の
社
会
党
研
究
に
対
し
て
、
常

に
的
確
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
本
稿
が
進
藤
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン

ト
を
少
し
で
も
反
映
し
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

左
派
社
会
党
論
(
岡
留
)

二
O
五


